
物
件
価
値
を
〝
再
構
築
〟
す
る

「
心
築
」
の
実
験
場
と
し
て

「
ト
レ
ー
ド
ピ
ア
お
台
場
」
は
、

も
と
も
と
立
地
優
位
性
を
備
え
た

物
件
だ
っ
た
。
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
さ
ら
に
引
き
出
し
た
の
が
、

い
ち
ご
が
導
入
し
た
「
心
築
」
の

考
え
方
だ
。
こ
れ
は
単
な
る
不
動

産
の
改
修
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
不
動
産
に
新
た
な〝
心
〟

と
〝
価
値
〟
を
与
え
る
こ
と
を
目

指
す
同
社
独
自
の
再
生
コ
ン
セ
プ

ト
だ
。
従
来
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ

ル
ド
型
の
開
発
と
は
異
な
り
、
既

存
の
建
物
を
最
大
限
に
活
か
す
こ

と
で
、
環
境
負
荷
を
低
減
し
つ
つ
、

投
資
価
値
・
利
用
価
値
の
双
方
を

高
め
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

象
徴
的
な
施
策
が
、
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
だ
。
什
器
・
内

装
・
設
備
を
整
え
た
空
間
に
よ
り
、

新
規
入
居
の
初
期
負
担
を
極
小
化

し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
稼
働
を
可
能

に
し
た
。

内
装
工
事
不
要
、
プ
ロ
に
よ
る

デ
ザ
イ
ン
、
敷
金
０
（
保
証
会
社

利
用
）、
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
「
い

ち
ご
プ
ラ
ス
」の
提
供
な
ど
に
よ
り
、

成
長
企
業
を
支
援
す
る
。
一
般
オ

フ
ィ
ス
と
比
較
し
て
坪
７
０
０
０

円
高
い
賃
料
設
定
だ
が
、
内
装
工

事
や
原
状
回
復
が
不
要
な
た
め
、

例
え
ば
55
坪
の
区
画
の
場
合
、
２

年
間
で
約
２
２
０
０
万
円
の
資
金

メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。 

導
入
後
、
賃
貸
区
画
は
従
来
以

上
に
早
期
に
成
約
。
稼
働
ス
ピ
ー

ド
の
向
上
は
、
安
定
し
た
賃
料
収

入
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
空
室
期

間
の
短
縮
に
よ
る
運
営
効
率
の
改

善
に
直
結
し
た
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
実
装

〝
非
財
務
価
値
〟の
創
出
施
策
と
し
て

同
ビ
ル
は
、
建
物
自
体
が
〝
働

く
場
所
〟
と
し
て
の
機
能
を
超
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
場
と

な
っ
て
い
る
。

敷
地
内
に
設
け
ら
れ
た
都
市
型

農
園
「Bay V

illage Farm

」
で

は
、
ハ
ー
ブ
や
葉
物
野
菜
を
栽
培
、

定
期
的
に
収
穫
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
る
。オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
が
植
物

に
触
れ
、
土
に
近
い
体
験
を
通
じ

て
交
流
す
る
光
景
は
、
一
般
的
な

ビ
ル
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
。

ア
ー
ト
展
示
や
地
域
連
携
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
、
ビ
ル
内
外
の

接
点
を
生
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
充

実
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
は
、
短
期
収
益
を
目
的
に
し
た

も
の
で
は
な
く
、
テ
ナ
ン
ト
満
足

度
の
向
上
や
長
期
入
居
化
を
促
す

〝
非
財
務
価
値
〟の
創
出
施
策
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
経
営
が
広
が
る
中
、こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
入
居
企
業
の
人
材
戦

略
と
も
相
性
が
よ
く
、
物
件
競
争

力
を
高
め
る
武
器
と
な
っ
て
い
る
。

稼
働
率
改
善
が
示
し
た

「
持
続
可
能
な
収
益
モ
デ
ル
」

同
社
の
「
心
築
」
ブ
ラ
ン
ド
に

よ
る
価
値
向
上
は
、
実
績
と
し
て

も
明
確
に
表
れ
て
い
る
。「
ト
レ
ー

ド
ピ
ア
お
台
場
」の
稼
働
率
は
、コ

ロ
ナ
禍
で
心
築
へ
の
取
り
組
み
を

展
開
し
、
低
稼
働
率
か
ら
い
ち
早

く
顕
著
な
改
善
を
示
し
、
安
定
稼

働
の
フ
ェ
ー
ズ
へ
移
行
し
た
。

こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
稼
働

率
の
改
善
が
単
な
る
〝
物
件
の
成

功
〟
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
ち
ご
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
全
体
の
競
争
力

向
上
に
つ
な
が
る
点
だ
。

同
社
は
、
不
動
産
の
賃
料
収
入

に
よ
る
ス
ト
ッ
ク
収
益
と
、
価
値

が
高
ま
っ
た
資
産
の
売
却
に
よ
る

フ
ロ
ー
収
益
を
両
輪
と
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
展
開
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
に
よ

る
稼
働
改
善
は
、
賃
料
収
入
の
増

加
（
短
期
）
と
資
産
価
値
向
上
に

よ
る
売
却
益
（
中
長
期
）
の
双
方

を
押
し
上
げ
る
。

同
社
は
こ
の
成
功
を
、
オ
フ
ィ

ス
ブ
ラ
ン
ド
「V

illage

」
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
複
数
物
件
に
展
開
し
始

め
て
い
る
。
こ
の
〝
仕
組
み
化
さ

れ
た
価
値
向
上
モ
デ
ル
〟こ
そ
、
い

ち
ご
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
イ
ン
フ
ラ

戦
略
の
中
核
で
あ
り
、
企
業
の
成

長
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。

湾
岸
立
地
・
築
年
数
の
制
約
を

〝
価
値
〟
で
乗
り
越
え
る

「
ト
レ
ー
ド
ピ
ア
お
台
場
」
は
２

０
０
１
年
竣
工
の
物
件
で
、
湾
岸

立
地
ゆ
え
の
市
況
変
動
の
影
響
も

避
け
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
い
ち
ご

は
こ
う
し
た
外
的
条
件
を
ハ
ン

デ
ィ
で
は
な
く
、
価
値
創
造
の
余

地
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

築
年
数
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、

価
値
は
変
え
ら
れ
る

─
。
設
備

更
新
、
環
境
性
能
の
向
上
、
働
き

や
す
さ
の
改
善
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
な
ど
の
施
策
が
相
ま
っ
て
、

同
物
件
の
競
争
力
は
確
実
に
高

ま
っ
て
い
る
。

市
場
リ
ス
ク
が
高
ま
る
局
面
で

あ
っ
て
も
、
差
別
化
さ
れ
た
価
値

を
提
供
で
き
る
物
件
は
選
ば
れ
る
。

「
ト
レ
ー
ド
ピ
ア
お
台
場
」の
改
善

は
そ
の
好
例
と
言
え
る
。

同
ビ
ル
は
い
ち
ご
の
企
業
価
値

ス
ト
ー
リ
ー
を
支
え
る〝
現
場
〟と

し
て
の
存
在
感
が
増
し
て
い
る
。

現
在
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
競
争
力

が
、
従
来
の
立
地
・
規
模
・
築
年

数
と
い
っ
た
要
素
だ
け
で
は
測
れ

な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
よ
り
顕
著
に
な
っ
て

い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、文
化
、健

康
、
働
き
や
す
さ

─
こ
う
し
た

〝
体
験
価
値
〟が
、
テ
ナ
ン
ト
選
択

の
基
準
と
し
て
確
実
に
浮
上
し
て

き
て
い
る
の
だ
。

い
ち
ご
は
、
そ
の
流
れ
を
先
読

み
し
、
不
動
産
を
長
期
資
産
と
し

て
〝
育
て
る
〟
思
想
を
明
確
に
打

ち
出
し
た
。
そ
の
象
徴
が「
ト
レ
ー

ド
ピ
ア
お
台
場
」
だ
。
こ
こ
に
は
、

同
社
が
描
く
「
持
続
的
価
値
創
造

型
の
不
動
産
運
営
」
の
エ
ッ
セ
ン

ス
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

東
京
・
湾
岸
エ
リ
ア
に
立
つ
大
型
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
「
ト
レ
ー
ド
ピ
ア
お
台

場
」。
そ
の
内
部
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
一
般
的
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
イ

メ
ー
ジ
が
静
か
に
覆
さ
れ
て
い
く
。
ア
ー
ト
や
緑
が
彩
る
共
用
空
間
、
入
居

企
業
が
す
ぐ
に
稼
働
で
き
る
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
、
さ
ら
に
は
敷
地
内

農
園
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
─
。
こ
う
し
た
〝
人
の
体

験
〟
を
軸
に
し
た
空
間
づ
く
り
の
背
景
に
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
イ
ン
フ
ラ
を

掲
げ
る
い
ち
ご
の
独
自
戦
略
「
心し

ん
築ち

く
」
が
あ
る
。
単
な
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
も
、
老
朽
化
建
物
の
延
命
措
置
で
も
な
い
。
価
値
を
〝
育
て
〟、
収
益
と

地
域
に
持
続
的
に
還
元
し
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
の
不
動
産
運
営
だ
。

「
働
く
だ
け
の
場
所
」か
ら「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
所
」へ

物
件
の
価
値
を
再
構
築
し
収
益
と
地
域
に
還
元

▶
ト
レ
ー
ド
ピ
ア
お
台
場

▶

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス

▲Bay Village Farm収穫祭▲Bay Village Gallery（NEUNOA氏）

▲「トレードピアお台場」運用チーム

https://www.ichigo.gr.jp

「トレードピアお台場」地上 23 階／地下 2 階
「トレードピアお台場」とは、同社が保有・運用するオフィスビルで、地

上23階／地下2階、延床面積は約76,925 ㎡。2001年2月竣工。
全体の稼働率は1月時点で97% 超。ビル内には15のテナント専用会議

室があり、カフェラウンジも設置されている。
2016年に取得した同ビルは、コロナ禍で満室だった入居率が約50% ま

で落ち込んだ。これを契機に、その間にフードトラック（キッチンカー）
の導入、ファミリーマートの24時間営業の維持、お弁当販売、マイクロモ
ビリティサービスの設置など、テナント向けのサービス拡充を行った。現
在でも、内覧時にはオーナー自らが立ち会い、直接テナント候補企業とコ
ミュニケーションをとっているという。 

同ビルが位置するお台場エリアは、四方が海に囲まれているが、津波対
策として地盤が高く設計されており、想定される津波の高さ（2.61メート
ル）を大きく上回るため、津波ハザードマップでは安全地帯になっている。
また帰宅困難者対策として、2リットルのペットボトル1万本、アルファ米
など1万5000食分の食料、毛布とエアマット各1000枚など、備蓄品も充
実させている。

「トレードピアお台場」は、「Bay Village 
Cafe」「Bay Village Gallery」「Bay Village 
Farm」の3つの施策を通じて、テナント
同士や近隣との交流を促進している。「Bay 
Village Cafe」は家のリビングのような空間
を目指し、コンシェルジュ機能を持たせるこ
とで、テナント間の交流を促進する場となっ
ている。 
「Bay Village Farm」は、2025 年 4 月 に 

テナントからの提案で始まったアーバン
ファーミング（都市型農園）の取り組みで、
40人弱が参加。2ヶ月に1回程度イベントを
開催し、畑づくり、夏の収穫祭、流しそうめ
ん会、農園居酒屋など、テナント同士の交流
の場となっている。近隣ビルや近隣企業とも
連携し、地域との交流も図っている。 
「Bay Village Gallery」は、1階のエント

ランスに無料開放された展示スペースで、現
在5作品目の展示を行っている。テナントや
関係者の作品を展示し、2ヶ月ごとに入れ替
えており、1年先まで予約が埋まっている状

況だ。テナントの社員が足を止めて鑑賞した
り、新たな交流のきっかけになるなど、コミュ
ニケーションツールとしても機能していると
いう。

9月19日から10月19日までの週末に5
週連続で実施された「TokyoBay Harmony 
Fes!!」では、いちごを含む3社が幹事とな
り、お台場エリア企業合計15社で手を組ん
で開催した子供向けイベント。クラシックラ
イブ、元Ｊリーガーによるトークショー、水
素燃料電池教室、AI ワークショップ、ドロー
ンプログラミング教室、EV カー試乗など、
様々なプログラムを提供した。

所在地 東京都港区台場二丁目 3 番 1 号
構造 / 規模 鉄骨・鉄筋コンクリート造 / 地上 23 階 / 地下 2 階
竣工年月 2001 年 2 月
耐震 新耐震 / 耐震構造
基準階面積 2,148.28㎡（649.86 坪）

BayVillageFarm by grow
4.29  立ち上げワークショップ
7.24 夕涼み流しそうめん会
8.28 夏の収穫祭
10.2 農園居酒屋

10.11 コンポスターづくり
ワークショップ

12.12 冬の収穫祭

ビル運営コンセプト「Bay Village」

I R

『トレードピアお台場』にみる、いちご（2337・プライム）の“持続可能な不動産戦略”


